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第
１
回
物
流
改
革

運
送
業
の
２
０
２
５
年
問
題
に
警
鐘
鳴
ら
す

一
般
社
団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ロ
ジ
協
会

サイマルラジオ
https://www.
jcbasimul.com/

ウクライナ避難民に ウクライナ避難民に 〝〝情報情報〟〟 伝える 伝える

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

7日  ゲスト ： 有田三千子さん
　　　「倫理実践で会社を立て直す」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

14日  「ウクライナのアイデンティティ①」
 （キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

21日  ゲスト ： 大竹口聡美さん
　　　「世界に愛される花屋さん」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

28日  「ウクライナのアイデンティティ②」
 （キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

７月

2022・7・1

　

ピ
リ
ッ
と
し
な
い
参
院
選
９
党
首
討
論

会
（
公
示
前
日
６
月
21
日
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
主
催
）
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
世
界
的
規
模
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
食
料
価
格
の
高
騰
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
一
方
、
看
過
で
き
な
い
の
は
中
国
と

ロ
シ
ア
の
艦
隊
が
日
本
列
島
を
周
回
し
て
い
た
こ

と
だ
。
狙
い
は
何
か
。
加
え
て
、
北
朝
鮮
は
相
次

ぎ
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
心
穏
や
か
に
い
ら
れ
な
い
。

国
防
費
の
額
よ
り
も
国
土

の
防
衛
論
議
を
期
待
し
た

が
外
れ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
価
格
抑
制
は
財
政
出
動

だ
が
、
消
費
税
減
税
な
ど
は
「
考
え
な
い
」
と
断

言
。
円
安
ド
ル
高
は
日
銀
の
金
融
緩
和
政
策
維
持

で
、
防
衛
力
強
化
や
憲
法
改
正
は
い
つ
も
の
定
型

答
弁
。

　

岸
田
首
相
は
、
こ
れ
か
ら
「
何
を
、
ど
の
よ
う

に
、
い
く
ら
で
、
い
つ
ま
で
」
な
ど
が
い
つ
も
曖

昧
だ
。
だ
か
ら
イ
ラ
イ
ラ
、
モ
ヤ
モ
ヤ
、
最
後
に

フ
ワ
フ
ワ
、
ヌ
ル
ヌ
ル
感
が
残
る
。

　

ひ
な
壇
に
な
ら
ぶ
気
概
も
気
骨
も
な
い
政
治
家

に
は
失
望
し
た
。
人
口
減
少
が
進
む
わ
が
国
の
国

土
と
国
民
を
ど
の
よ
う
に
安
全
に
守
り
、
成
長
繫

栄
さ
せ
る
の
か
「
令
和
の
大
改
革
」
を
議
論
し
て

ほ
し
い
。

　
「
良
識
の
府
」
の
立
候
補
者
は
様
々
な
知
見
を

持
つ
専
門
家
の
は
ず
だ
。
当
選
の
暁
に
は
党
籍
を

越
え
て
「
日
本
の
再
生
」
会
議
を
全
参
議
院
議
員

で
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
。

　

再
び
マ
イ
レ
ク
チ
ャ
ー

カ
ー
ド
よ
り
引
く
と
―
。

　
〈
わ
が
校
の
門
を
く
ぐ
り
た
る
も
の
は
、
政
治

家
に
な
る
も
よ
し
、
宗
教
家
に
な
る
も
よ
し
、
音

楽
家
に
な
る
も
よ
し
、
実
業
家
に
な
る
も
よ
し
、

教
育
家
に
な
る
も
よ
し
、文
学
者
に
な
る
も
よ
し
。

且
つ
少
々
角
あ
る
も
可
、
気
骨
あ
る
も
可
、
た
ゞ

か
の
優
游
不
断
に
し
て
安
逸
を
貪
り
、
苟
も
姑
息

の
計
を
為
す
が
如
き
軟
骨
漢
に
は
決
し
て
な
ら
ぬ

こ
と
、
こ
れ
予
の
切
に
望
み
、
偏
に
希
ふ
と
こ
ろ

で
あ
る
〉（
新
島
襄
「
片
鱗
集
」
よ
り
）

　

軟
骨
漢
よ
、去
れ
。硬
骨
漢
よ
、参
院
に
出
で
よ
。

晴耕雨読

硬
骨
漢
よ
、参
院
に
出
で
よ

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―
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０
７
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５

　
　
　
　
　
　
　

         

（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

株
式
会
社
西
村
機
械
製
作
所

と
」
に
よ
り
、
２
０
１

９
年
秋
旭
日
双
光
章
を

受
賞
。
生
ま
れ
て
か
ら

こ
の
日
の
こ
と
ま
で
を

１
冊
に
ま
と
め
「
人
生

は
恥
の
数
だ
け
味
が
あ

る
」
と
題
し
て
Ｊ
Ｄ
Ｃ

出
版
か
ら
昨
年
11
月
に

上
梓
し
た
。

　

創
業
者
で
あ
る
父
が

回
想
録
「
靄あ

い
ぜ
ん然
」
を
出

版
し
て
い
た
の
で
、
70

歳
の
と
き
に
自
分
も
書

こ
う
と
奮
起
。
友
人
の

す
す
め
で
大
阪
文
学
学

校
に
通
い
、
８
年
が
か

り
で
完
成
さ
せ
た
。
書

名
は
上
方
文
化
人
川
柳

会
「
相
合
傘
」
入
選
句

か
ら
取
っ
た
。

訪ねて
を

63

に
よ
り
、
生
産
量
は
前

年
よ
り
２
割
減
。
さ
ら

に
オ
デ
ー
サ
の

港
を
ロ
シ
ア
軍

が
牛
耳
っ
て
い

る
の
で
、
輸
出

が
難
し
い
。
陸

路
で
の
輸
送
に

も
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
前
年

に
比
べ
輸
送
量

は
半
減
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
米

の
需
要
が
高
ま

り
、米
粉
パ
ン
、

米
粉
麺
、
米
粉

ケ
ー
キ
を
求
め

る
よ
う
に
。
こ

の
よ
う
な
流
れ

で
、
同
社
は
注

目
を
集
め
て
い

る
。

　

西
村
会
長

は
「
新
規
米

粉
の
湿
式
微
粒

粉
砕
装
置
の
開

発
」
と
「
業
界
に
長
き

に
わ
た
り
貢
献
し
た
こ

村
卓
朗
会
長
（
79
）
に

話
を
聞
い
た
。

　

世
界
第
７
位
の
小
麦

生
産
量
を
誇
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
。
ロ
シ
ア
の
攻
撃

ウクライナ侵攻で注目される米粉製粉プラントメーカー

社長　西村元樹
八尾市松山町2－6－9
TEL 072－991－2461
FAX 072－993－6334

株式会社西村機械製作所

村
元
樹
社
長
）
だ
。
米

粉
製
粉
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
同
社
に
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て

い
る
と
い
う
の
で
、
西

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
、
注
目

さ
れ
て
い
る
会
社
が
八

尾
に
あ
る
。
株
式
会
社

西
村
機
械
製
作
所
（
西注

目
さ
れ
て
い
る
米
粉
製
粉
プ
ラ
ン
ト

第26回 参議院議員通常選挙

八尾市選挙管理委員会

投 票 日　７月10日（日） ７時00分～20時00分

① 八尾市役所　本館1階　市民ロビー
　投票期間 ： 6月23日（木）
　　　　　　　～7月9日（土）
　投票時間 ： 8時30分～20時00分

③ 山本コミュニティセンター5階　会議室
　投票期間 ： 7月7日（木）
　　　　　　　～7月9日（土）
　投票時間 ： 9時00分～19時00分

② 龍華コミュニティセンター2階　会議室
　投票期間 ： 7月7日（木）～7月9日（土）
　投票時間 ： 9時00分～19時00分

◎期日前投票について

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

株
式
会
社
宮
田
運
輸

高
槻
市
唐
崎
北
３―

 

24 ―
 

12

宮
田
博
文

社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

６
７
８―

０
７
６
７

濵　

谷　

和　

也

寺　

西　

太　

一

由　

井　

直　

子

横　

田　

孝　

久

阪　

上　

義　

治

相
談
役

地域の活力となり
人々に貢献し 喜ばれるＪＡ

グリーン大阪農業協同組合

■本店／〒577-0011 東大阪市荒本北 1-5-50
 TEL 06-6748-5200　FAX 06-6748-5610
 URL　https://www.ja-greenosaka.or.jp/

東大阪・八尾市内　全12支店
■フレッシュ・クラブ本店／ TEL 06-6747-1831

 代表理事組合長　中 野 博 之

株
式
会
社
み
つ
や
建
設

東
大
阪
市
菱
江
１―

16―

３

北
野
喜
広

代
表
取
締
役

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
２
０―

４
８
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
２
０―

４
８
８
１

https://www.3-arrow-c.com

野
田
金
属
工
業
株
式
会
社

       

東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵
町
４―

８

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
７
４
４―

１
３
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
６―

６
７
４
４―

１
３
６
１

建
築
装
飾
金
物
制
作
・
六
米
長
尺
曲
げ
加
工
・
精
密
レ
ー
ザ
加
工

ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
の
企
画
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作

〒
578-
0977

東
大
阪
市
議
会　
自
民
党
大
志
会

大
野
一
博

　

盛
夏
の
候
、
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

東
大
阪
市
議
会
活
動
に
格

段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
に
始

ま
っ
た
日
本
国
内
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

は
、
数
回
の
変
異
株
発
生

を
経
な
が
ら
も
、
少
し
ず

つ
終
息
す
る
兆
し
が
見
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
政
府
・
自
治

体
が
一
体
と
な
っ
て
進
め

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広

ま
っ
た
こ
と
や
、
市
民
の

皆
様
１
人
ひ
と
り
が
日
常

生
活
の
中
で
感
染
予
防
を

徹
底
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
結
果
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

私
共
市
議
会
は
、
引
き

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
有
効
な

施
策
展
開
に

努
め
る
と
と

と
も
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う

原
油
・
食
料
品
等
の
原
材

料
の
高
騰
に
影
響
さ
れ
て

い
る
市
内
経
済
活
動
・
家

庭
生
活
へ
の
支
援
に
資
す

る
施
策
推
進
に
全
力
を
傾

注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
市
議
会
活
動
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
に
は
時

節
柄
ご
自
愛
さ
れ
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
、

季
節
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

家
庭
生
活
へ
の
支
援
に
資
す
施
策
推
進

自著を持つ西村卓朗会長

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
１
１
７

万
人
、ド
イ
ツ
に
78
万
人
、

チ
ェ
コ
に
37
万
人
。
日
本

に
は
１
、
３
０
０
人
以
上

が
避
難
し
て
い

る
。

　

国
や
地
方
自

治
体
は
、
ホ
テ

ル
な
ど
の
一
時

滞
在
施
設
提
供

や
退
所
時
一
時

金
お
よ
び
生
活

費
支
給
な
ど

ハ
ー
ド
面
で
は

手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る

も
の
の
、〝
心

の
ケ
ア
〞や〝
情

報
〞
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
面
ま
で

は
手
が
届
い
て

い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
日

本
ウ
ク
ラ
イ
ナ

文
化
交
流
協
会

（
八
尾
市
山
本
町
南
６
―

２
―
29
）
は
、
５
月
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
た

め
の
茶
話
会
を
始
め
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
の
〝
心
の
ケ

ア
〞
を
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
不
足
し
て
い
る
〝
情

報
〞
を
発
信
す
る
た
め
、

７
月
か
ら
八
尾
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
」

（
79
・
２
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
で
新

番
組
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
開

始
す
る
。

　

同
番
組
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
は
日
本
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
活
躍
す
る
歌
手

Ｏ
ｎ
ｏ

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん

（
51
）
＝
写
真
右
＝
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
歌
手
エ

バ
・
ハ
ダ
シ
さ
ん
（
46
）

＝
写
真
左
＝
が
務
め
る
。

梅
雨
の
凌
ぎ
方
や
七
夕
の

祝
い
方
な
ど
、
日
本
の
気

候
や
し
き
た
り
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
日
本
で
の

　

第
１
回
物
流
改
革
が
６

月
９
日
に
Ｎ
Ｌ
Ｃ
貸
会
議

室
（
大
阪
市
淀
川
区
西
中

島
５
）
で
開
か
れ
た
。
元

ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
関

西
支
社
長
の
安
彦
智
則
さ

ん
が
「
物
流
改
革
の
必
須

条
件
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
。

　

同
会
を
主
催
し
た
一
般

社
団
法
人
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ロ
ジ
協
会
（
宝
塚
市
仁
川

北
２
―
９
―
38
）
の
芦
田

衞
顧
問
（
57
）
＝
写
真
＝

は
運
送
業
の
２
０
２
５
年

問
題
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

運
転
手
が
激
減
し
、
物
流

が
滞
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
大
手
通
販
会
社
に
よ

る
「
送
料
無
料
」
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
い

う
。
異
業
種
に
よ
り
無
価

値
化
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
。
こ
れ
を
打
開
し
な
け

れ
ば
、
物
流
の
未
来
は
な

い
と
断
言
す
る
。

　

商
売
の
要
は
物
流
。
物

と
共
に
「
心
」
を
届
け
、

社
会
を
潤
す
役
目
も
持
つ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
物
流
改

革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

日本ウクライナ文化交流協会

Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
で
７
月
か
ら
新
番
組

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

国
外
に
逃
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
７
７
０
万

人
に
達
し
た
（
６
月
16
日
時
点
）。
国
内
避
難

者
を
合
わ
せ
る
と
、
１
、４
０
０
万
人
以
上
だ
。

暮
ら
し
方
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

避
難
民
に
伝
え
る
。ま
た
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
日
本
語

を
交
え
な
が
ら
、
日
本
人

に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
工
夫

が
さ
れ
る
。

　

放
送
は
毎
月
第
１
・
３

土
曜
日
の
19
時
30
分
（
再

放
送
は
第
２
・
４
水
曜
日

14
時
）。
初
回
放
送
は
７

月
２
日
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ
オ
で

も
聞
け
る
。
ま
た
、
本
紙

東
大
阪
新
聞
が
協
力
し
、

東
大
阪
新
聞
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
で
も

視
聴
で
き
る
。

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

監　　修　NPO法人 災害避難研究所
企画開発　大興産業株式会社
製　　造　マツモラ産業株式会社
T　E　L　072-925-3450

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版
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八尾でウクライナ語講座ウクライナ語講座始まる始まる

八尾市山本町南６－２－29
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人と地球にやさしく…人と地球にやさしく…

独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー

大 阪 府 八 尾 市 老 原 4 -170
TEL.072-949-4121㈹  FAX.072-949-9124
https://www.hokoku-corp.co.jp

ヒマシ油の総合メーカー
豊国製油株式会社
HOKOKU  CORPORATION
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医療法人運営の「サービス付高齢者向け住宅」
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

八
尾
市

社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

竹
ノ
株 

宏
美

役

員
一
同

　

銀
縁
メ
ガ
ネ
の
学
生
が
質
問
す
る
。

　
「
取
材
中
、
一
番
困
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
」

　

水
本
は
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
へ
ス
プ
ー
ン
を
無
造

作
に
突
っ
込
み
、
ゆ
っ
く
り
と
回
し
な
が
ら
た
め

息
ま
じ
り
に
言
葉
を
吐
く
。

　
「
食
事
で
す
ね
」

　

３
週
間
は
ボ
ル
シ
チ
な
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
で

過
ご
せ
る
が
、
そ
れ
以
上
は
し
ん
ど
い
と
い
う
。

夕
食
に
じ
ゃ
が
い
も
と
黒
パ
ン
が
続
く
と
、
ご
飯

が
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
と
述
懐
し
た
。

や
は
り
日
本
人
は
米
に
限
る
。
翻
っ
て
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
来
日
後
コ
ロ
ナ
隔
離
期
間
の
１
週
間
ご
飯
ば

か
り
だ
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
は
も
う
ご
飯
を

見
た
く
な
い
と
言
う
。
も
っ
と
も
だ
。
そ
れ
を
我

慢
し
て
食
べ
ろ
と
い
う
の
は
乱
暴
過
ぎ
る
。

　

ち
ょ
び
髭
が
揺
れ
る
ほ
ど
、口
が
大
き
く
開
く
。

生
存
に
関
わ
る
事
柄

だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う

か
、
今
ま
で
の
動
き

と
は
全
く
違
う
。

　

コ
ー
ヒ
ー
を
啜
り

な
が
ら
冷
静
さ
を
取

り
戻
し
た
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
は
、
咳
払
い

を
し
た
後
、
ど
こ
へ

行
っ
て
も
農
作
物
の

心
配
事
を
聞
い
た
話

を
始
め
た
。

　

３
月
に
植
え
る
べ

き
野
菜
の
種
を
植
え

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
飢
餓
地
獄
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
。

ス
イ
カ
の
産
地
で
あ
る
ヘ
ル
ソ
ン
が
ロ
シ
ア
軍
に

攻
撃
さ
れ
た
の
で
、
今
年
は
ス
イ
カ
が
口
に
入
ら

な
い
。
ス
イ
カ
の
ほ
か
メ
ロ
ン
や
桃
も
こ
こ
で
作

ら
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら
も
諦
め
る
し
か
な
い
。

チ
ェ
リ
ー
の
産
地
メ
リ
ト
ー
ポ
リ
も
激
し
く
や
ら

れ
た
の
で
、
こ
れ
も
手
に
入
ら
な
い
。
世
界
各
地

へ
輸
出
し
て
い
た
の
で
、
困
る
国
も
多
い
だ
ろ

う
。

　

そ
こ
ま
で
話
し
て
、
ち
ょ
び
髭
が
動
か
な
く
な

っ
た
。

　
「
大
丈
夫
で
す
か
」

　

青
い
目
の
女
子
学
生
が
心
配
そ
う
に
声
を
か
け

た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
現
実
に
呼
び
戻
さ
れ
た

か
の
よ
う
な
表
情
で
答
え
た
。

　
「
畑
の
中
…
。
爆
破
し
た
ロ
シ
ア
軍
戦
車
の
前

で
得
意
げ
に
踊
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
の
雄
叫
び
が
耳

に
蘇
っ
て
き
た
の
で
す
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
199

飢餓地獄が待っている

ウクライナ

5日  八尾市倫理法人会実行委員　早瀬ひとみ氏「子女名優」
12日  倫理研究所法人スーパーバイザー　大池俊生氏「『生きている活かされている』～苦難福門～」
19日  大阪天王寺区倫理法人会幹事　上加世田みほ氏「〝おかげさま〟の心で生きる」
26日  八尾市倫理法人会実行委員　北方円氏「ヲタクと倫理とWEB戦略」

21日  八尾市倫理法人会幹事　蒲ヶ原裕子氏「人の力を借りる」
28日  大阪鴻池倫理法人会事務長　米倉春樹氏「経営者育成委員会での学び」大阪鴻池倫理法人会幹事　吉岡篤氏「伝説の経営者育成委員会１期生!!」

7日  大阪府倫理法人会モーニングセミナー委員長　貫山進氏「倫理実践と恩送り」
14日  大阪鴻池倫理法人会会員　古川剛氏「人との出会い（縁）が全て」

1日  大阪西区倫理法人会副専任幹事　名倉信一氏「～わがままが顔を出さないように～『明朗に徹する』」  

15日  大阪中央区倫理法人会監査　黄麗氏「美味しさが変わる時」
8日  大阪府倫理法人会監査　上西知氏「ミエナイチカラ」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23457月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09687月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46777月の予定

22日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面方面長　泉憲治氏「実践あるのみ」
29日  滋賀県彦根市倫理法人会相談役　青山裕史氏「反始慎終　たての糸とよこの糸　御神木がおしえてくれること」

「
更
生
」と
は
な
に
か

「
更
生
」と
は
な
に
か

八
尾
地
区
保
護
司
会
に
聞
く

第
６
回

保
護
司
の
苦
悩

の
目
線
だ
け
で
物
事
を
見

て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
い

ろ
ん
な
境
遇
の
人
や
い
ろ

ん
な
考
え
を
持
っ
た
人
と

話
を
し
て
い
く
わ
け
だ
か

ら
、『
許
容
』
と
い
う
面
が

広
が
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
「
今
ま
で
知
り
え
な
か
っ

た
タ
イ
プ
の
人
と
知
り
合

え
、
視
野
が
広
が
り
ま
し

た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
薬
物

依
存
な
ど
、保
護
司
を
や
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
依
存
症

の
人
た
ち
と
日
常
会
い
ま

せ
ん
か
ら
ね
。
イ
ラ
イ
ラ

す
る
？　

腹
立
つ
こ
と

ば
っ
か
り
で
す
よ
。
目
の

前
で
17
歳
の
子
に
食
っ
て

掛
か
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
握
り
こ
ぶ
し
を
上

げ
た
く
な
る
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
ぐ
っ
と

こ
ら
え
ま
す
。
や
は
り
忍

耐
力
は
つ
き
ま
す
ね
」

　

そ
う
長
竹
会
計
は
語

る
。

「
更
生
」
と
は
な
に
か

　
「
ま
ず
、
本
人
、
家
族
、

保
護
司
と
３
者
面
談
を
最

初
行
い
ま
す
。そ
の
と
き
、

『
立
ち
直
ら
せ
る
の
は
親

御
さ
ん
、
立
ち
直
る
の
は

本
人
、
保
護
司
は
そ
の
た

め
に
力
を
貸
す
』
と
い
つ

も
言
っ
て
い
ま
す
。
手
を

差
し
伸
べ
、
必
要
な
サ

ポ
ー
ト
は
す
る
が
、
保
護

司
だ
け
で
は
絶
対
に
立
ち

直
ら
な
い
。
や
は
り
、
親

御
さ
ん
の
力
が
一
番
大
事

で
す
。
親
が
諦
め
て
い
る

場
合
、
更
生
は
難
し
い
。

諦
め
て
い
な
か
っ
た
ら
ど

う
に
か
な
り
ま
す
」
と
赤

塚
副
会
長
は
強
調
す
る
。

　

シ
ン
ナ
ー
吸
引
の
事
案
。

家
庭
を
訪
問
す
る
と
シ
ン

ナ
ー
の
臭
い
が
し
た
。

　

親
と
面
会
し
た
際
、
シ

ン
ナ
ー
を
吸
わ
せ
て
い
る

の
か
と
尋
ね
る
と
、「
家

で
吸
っ
て
も
よ
い
が
、
外

で
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
と

言
っ
て
い
ま
す
」
と
の
回

答
。「
そ
う
い
う
感
覚
の

親
だ
と
か
な
り
更
生
は
難

し
い
」
と
赤
塚
副
会
長
は

言
う
。「
こ
う
い
う
場
合

は
、
３
者
の
関
係
が
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
の
で
、

立
ち
直
ら
せ
る
の
は
し
ん

ど
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
指
導
す
る
前

に
親
を
指
導
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
現
実
」
と

嘆
く
。

　

長
竹
会
計
は
、「
協
力

者
・
応
援
者
の
ひ
と
り
に

な
れ
た
ら
い
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

た
だ
、
バ
イ
ク
を
盗
ん

だ
少
年
を
担
当
し
た
際
、

親
が
、「
こ
の
子
は
本
当

に
つ
い
て
な
い
。″
こ
ん

な
ん
〞
で
捕
ま
っ
て
運
の

悪
い
子
や
」
と
嘆
い
て
い

る
姿
に
接
し
た
と
き
に

は
、「
僕
は
親
ま
で
は
更

生
さ
せ
ら
れ
な
い
。
無
理

や
。
そ
こ
ま
で
よ
う
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
な
い
わ
。

赤
塚
先
生
と
は
レ
ベ
ル
が

違
う
な
と
感
じ
ま
し
た
」

と
自
嘲
す
る
長
竹
会
計
。

（
つ
づ
く
）

た
。

　

言
葉
を
知
る
こ
と

は
、
そ
の
国
の
生
活

や
文
化
を
知
る
こ

と
。
外
国
人
と
交
流

を
深
め
る
第
一
歩

だ
。

　

全
10
回
の
講
座
が

終
わ
る
頃
に
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避

難
民
と
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７

２
―
９
２
４
―
３
３

３
１
）
へ
。

　

オ
ク
サ
ー
ナ
さ
ん

は
、
４
月
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
避
難
民
と
し
て

子
ど
も
２
人
を
連
れ

て
来
日
。
母
校
の
天

理
大
学
に
迎
え
入
れ

ら
れ
、
教
職
員
と
し

て
働
く
。

　

初
日
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
で
の
挨
拶
や
キ

リ
ル
文
字
の
書
き
方

を
学
ん
だ
。
初
め
て

聞
く
挨
拶
に
初
め
て

見
る
キ
リ
ル
文
字
。

十
数
人
の
受
講
者
は

戸
惑
い
な
が
ら
も
意

欲
的
な
姿
勢
だ
っ

　

公
益
財
団
法
人
八
尾
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主

催
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
講
座
が
６
月
16
日
か
ら
八
尾

市
公
園
管
理
事
務
所
研
修
室
（
八
尾
市
本
町
３
―

９
―
７
）
で
始
ま
っ
た
。
講
師
は
キ
ー
ウ
国
立
大

学
日
本
語
学
科
講
師
の
オ
ク
サ
ー
ナ
・
コ
ベ
リ
ャ

ン
ス
カ
さ
ん
（
45
）
＝
写
真
＝
。
日
野
貴
夫
天
理

大
学
准
教
授
（
60
）
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

２
０
２
２
年
度
Ｔ
Ｃ
Ｓ

研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
が
６
月

21
日
に
損
保
ジ
ャ
パ
ン
肥

後
橋
ビ
ル
（
大
阪
市
西
区

江
戸
堀
１
）
で
開
か
れ

た
。
Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ー
ト
ク
ラ

ブ
大
阪
兵
庫
お
よ
び
関
西

ブ
ロ
ッ
ク
の
合
同
開
催
。

　

株
式
会
社
矢
野
総
合
保

険
サ
ー
ビ
ス
・
有
限
会
社

矢
野
モ
ー
タ
ー
ス
の
矢
野

昌
宏
社
長
（
62
）
＝
写
真

＝
が
「
将
来
が
不
安
な
業

界
経
営
者
の
方
へ
の
ヒ
ン

ト
！
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

　

有
限
会
社
矢
野
モ
ー
タ

ス
の
２
代
目
社
長
に
な
っ

た
と
き
の
心
境
や
取
り
組

み
か
ら
始
ま
り
、
な
ぜ
真

剣
に
事
故
対
応
に
取
り
組

ん
だ
の
か
、
整
備
工
場
代

理
店
に
と
っ
て
の
事
故
対

応
や
強
み
に
つ
い
て
長
年

に
わ
た
り
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
も
余
す
こ
と
な
く
披

露
し
た
。

　

保
険
部
門
を
独
立
分
社

し
「
事
故
対
応
に
特
化
し

た
保
険
代
理
店
」
と
し
て

株
式
会
社
矢
野
総
合
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
た

と
き
の
決
断
な
ど
、
笑

い
あ
り
涙
あ
り
の
内
容
。

リ
モ
ー
ト
も
含
め
て
約

１
４
０
人
の
代
理
店
が

参
加
し
、
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て

い
た
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
、
24
時
間
３
６

５
日
事
故
対
応
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
お
客
さ
ん
を

守
る
独
自
の
取
り
組
み
を

実
践
す
る
矢
野
社
長
を
頼

る
お
客
さ
ん
は
多
い
。「
あ

ん
し
ん
や
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
を
開
設
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
お
客
さ
ん
に
寄
り

添
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
株
式
会

社
矢
野
総
合
保
険
サ
ー
ビ

ス
（
☎
06
―
６
７
５
１
―

５
１
１
１
）
へ
。

株式会社矢野総合保険サービス
有限会社矢野モータース

矢野昌宏社長が講演

　

八
尾
交
通
安
全
協
会
の

令
和
４
年
度
定
期
総
会
が

６
月
15
日
に
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪

（
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
１
）

で
開
か
れ
た
。
副
会
長
３

年
、
会
長
11
年
務
め
た
石

井
多
聞
会
長
（
67
）
が
退

任
し
、
顧
問
と
な
っ
た
。

新
会
長
に
は
渡
邊
弘
子
さ

ん
（
富
士
電
子
工
業
株
式

会
社
社
長
）が
就
任
し
た
。

　

そ
の
後
、
部
屋
を
移
し

て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

石
井
顧
問
は
挨
拶
の
中
で

14
年
を
振
り
返
り
、
八
尾

市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
１
０

０
０
台
設
置
し
た
こ
と
な

ど
取
り
組
み
を
述
懐
し

た
。
渡
邊
新
会
長
は
石
井

顧
問
の
熱
い
思
い
を
受
け

継
ぎ
交
通
事
故
を
１
件
で

も
少
な
く
す
る
こ
と
を

誓
っ
た
。

　

八
尾
市
消
費
問
題
研
究

会
（
⻆
田
禮

子
会
長
）
が

八
尾
市
保
健
所
お
よ
び
八

尾
市
と
協
力
し
、
６
月
13

日
に
「
食
品
衛
生
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
行
っ
た
。

　

会
員
が
手
分
け
し
て
八

尾
市
内
の
数
店
舗
を
回

り
、
食
品
売
り
場
の
温
度

管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
な
ど

チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
に
印
を
入
れ
な
が
ら

細
か
く
確
認
し
た
。

八
尾
市
消
費
問
題
研
究
会

八
尾
交
通
安
全
協
会

令
和
４
年
度
定
期
総
会
で

渡
邊
弘
子
さ
ん
新
会
長
に

挨拶する渡邊弘子新会長

　

池
田
会
長
は
「
や
っ
ぱ

り
い
ろ
ん
な
人
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

感
慨
深
そ
う
に
話
す
。

　
「
保
護
司
と
し
て
対
象
者

と
接
し
な
か
っ
た
ら
自
分

講師は天理大学のオクサーナさん

食
品
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル

広域 あ
ん
し
ん
や
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

事故対応に特化
した保険代理店

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化・スポーツ振興課 072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

https://www.yao-citynet.co.jp

DONBASS

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

前
兆
を
捉
え
た

―
 

セ
ル
ゲ
イ
・
ロ
ズ
ニ
ツ
ァ
監
督
作
品 ―

ド ン バ ス
最
重
要
映
画
緊
急
公
開

大
阪
・
第
七
藝
術
劇
場
（
☎
06―

６
３
０
２―

２
０
７
３
）
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